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１，はじめに

　インターネットの普及に伴い高度情報通信社
会が確立し，携帯端末もパソコンからタブレッ
ト，携帯電話からスマートフォンとよりビジュ
アルで通信機能を強化したものに進化してい
る。経済や社会のしくみ全体に変革が起き，私
たちの生活も大きく変化している。21世紀は，
新しい知識や情報，技術が，政治や経済，文化
といった領域での活動の基盤となる，「知識基
盤社会」と言われている。知識基盤社会とは，
あらゆる情報や知識を生み出し，編集し，共有
しながら活用することによって動いていく社会
を指している(文部科学省　2008)。この状況
下において，教育でも情報化の重要性が増して
いる。
　またここ数年，「21世紀型スキル」が世界的
な注目を集めている(清水　2011)。21世紀型
スキルとは，現在世界規模で経済革新が進む
中，新しい時代を担う子どもたちにこれから身
に付けていくべき「必要な能力」を定義付ける
ものである。事実高度情報社会が確立され，仕
事の内容や職種も常に変化しており，今後どの
ような種類の仕事が生まれるのか，そしてどの
ような能力が必要とされるのかを予測すること
が困難な状況である。21世紀型スキルは2003
年に米国教育省で検討が始まり，批判的思考力
と問題解決能力，コミュニケーションとコラボ
レーションの能力，自立的に学習する力，ＩＣ
Ｔ（Informat ion  and Communica t ion 

Technology＝情報通信技術）を確実に扱うこ
とができる能力，創造性などにまとめられてい
る。これらは，数学や科学，言語などの知識を
身につけるとともに，より深い理解と批判的思
考力や問題解決能力，コミュニケーション力と
いったスキルが兼ね備わっていなければならな
いと定義している。
　2011年～ 2013年にかけて小学校から高等
学校の学習指導要領の改訂が行われ，基礎学力
の定着と論理的な思考，表現力，問題解決力と
いった，習得した知識や技能を使って活用する
能力の育成が謳われている。その中でも国語教
育に限らず，各教科において思考力，判断力，
表現力等を育成する観点から，言語活動の充実
も大きく扱われている。つまり教師が知識や技
能を効率的に教え込むのではなく，仮説構築や
調査・観察，実験結果の検証をするときに子ど
も同士での議論や，その結果をレポートにまと
め発表するといった活動が重視される。
　このような変化の中で，教育観もこれまで
の，学習を個人の営みとしてきた行動主義か
ら，社会的な営みとして捉え直す社会構成主義
へと変化の中にある。本稿では，我が国の教育
の情報化政策を整理するとともに，神奈川大学
附属中高等学校のＩＣＴ教育の取組みについて
検討する。
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２，経済協力開発機構（OEＣD）のPISA調査

　2009年に15歳児（日本では高校１年生）を
対象に実施した経済協力開発機構（OECD）の
PISA調査では，読解力，科学的リテラシーは
上位グループにあること，数学的リテラシーは
OECD平均より高得点グループに位置している
ことが示された。2006年と比べて平均得点が
大幅に上昇するなど改善傾向が見られたのは，
生徒本人はもとより，家庭，各学校，地方公共
団体が一体となって学力向上に取り組んだ成果
の表れだと考えられる。その一方で，各リテラ
シーとともに，世界トップレベルの国々と比べ
ると依然として成績下位層の生徒の割合が多い
ことが示された（文部科学省　2011）。
　また，PISA調査やIEA国際コンピュータ・
情報リテラシー調査（ICILS）などの学力調査
では，ＩＣＴリテラシー調査を実施している。
つまりＩＣＴを活用する能力を学力と位置づけ
ていることが理解できる。日本に限らず，アメ
リカ，イギリス，オーストラリア，カナダ，韓
国，シンガポールなどの国々でもＩＣＴ教育が

進んでおり，インターネットを活用した教育，
タブレットなどの携帯端末や電子黒板を活用し
た教育が展開されている。

３，教育の情報化とＩＣＴ活用

（1）教育の情報化政策
　日本の学校教育におけるＩＣＴ活用は，パソ
コンが学校に導入された1980年代後半～
2000年にかけて多くの実践研究がなされてき
た。2002年， 2003年の小中学校そして高等学
校の新学習指導要領の総則で「各教科や総合的
な学習の時間でコンピュータや情報通信ネット
ワークを活用する」と謳われている。情報や情
報手段の活用を小学校では各教科で，中学校で
は各教科と技術・家庭科情報分野，高等学校で
は情報科を中心として行うとしている。これに
よって情報活用能力の育成，すなわち情報教育
が初めて体系化されカリキュラム化された。
　そして2010年に教育の情報化基本方針策定
され，学校教育の情報化を戦略的かつ一体的に
推進する「教育の情報化ビジョン」がまとまっ

図1　教育の情報化ビジョン附属資料より抜粋（文部科学省　2011）
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た（図1）。これまでの一斉授業から子どもた
ちが教えあい学びあう協働学習（Collaborative 
learning）の積極的な導入など2020年までに
21世紀にふさわしい学校教育を実現するとし
て，電子黒板やデジタル教科書の活用，児童生
徒1人1台のタブレットなどの情報端末を使っ
た授業の実現など，実証実験を繰り返しながら
具体的な問題解決に向けて取り組んでいる。

（2）教育のＩＣＴ活用
　2010年から始まった総務省のフューチャー
スクール推進事業（図2）では，ＩＣＴ機器を
使ったネットワーク環境を構築し，学校現場に
おける情報通信技術面を中心とした課題を抽
出・分析するため実証研究を実施した。実施校
では，全生徒にディジタル教科書がインストー
ルしてあるタブレットＰＣを貸与し，全教室に
電子黒板と無線ＬＡＮ設備やサーバを設置す
る。情報機器やネットワークの整備，授業のサ
ポートとしてＩＣＴ支援員が常駐し，全国の公

立小学校10校，中学校8校，特別支援学校2
校で実施され， 2014年3月で4年の実証期間を
終える。
　これまでコンピュータ教室や職員室にパソコ
ンやインターネット，校内ＬＡＮの整備が行わ
れ，情報教育を実施する設備や教師の配置は完
了している。しかし，普通教室でデジタル教材
やインターネットなどの情報を活用した授業を
展開するには，プロジェクタや電子黒板，ノー
トパソコンやタブレットが必要となるため，断
念せざるを得なかった。フューチャースクール
の実証実験がモデルとなって様々な知見が集約
されることに大きな期待がかかっている。

（3）横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中
　　学校の実践
　2011年にフューチャースクール指定校と
なった横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中
学校の実践を報告する。各教室には生徒1人に
1台のタブレットＰＣと電子黒板，無線ＬＡＮ，

図2 フューチャースクール推進事業（総務省　2010）
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クラウドサーバが整備されており，ＩＣＴ支援
員のもと各教科で授業が行われている。生徒用
タブレットＰＣには履修している科目のデジタ
ル教科書がインストールしてあり，毎時間活用
できる。教師は電子黒板を使ってデジタル教科
書を提示しながら授業を進め，生徒はタブレッ
トＰＣでデジタル教科書を開きながら，サーバ
から教材をダウンロードし，提出物をアップ
ロードしている。またグループでの話し合いや
教えあう場面も多く取りいれられている。

図3　電子黒板とデジタル教科書

図４　タブレットＰＣを使ったグループ討議

４，神奈川大学附属中高等学校のＩＣＴ活用

　神大附属の情報教育は1989年に始まり，こ
れまで中学生高校生に情報活用能力，表現力の
育成を目的に実施してきた。始まった当初はプ
ログラムやＯＳを中心とした学習であったが，
現在は問題解決のための情報活用と表現をテー

マにタイピングやソフトの活用からプログラミ
ング，Webや映像制作，プレゼンテーション
まで，情報リテラシー，メディアリテラシーと
いったＩＣＴを確実に扱う能力育成のためのカ
リキュラムを組んでいる。
　21世紀は知識基盤社会，高度情報通信社会
であり，私たちは世界に通用する人材を育成す
る使命がある。基礎的な知識を備えた上での問
題解決力，このような能力を育むためにはこれ
まで以上にカリキュラムや授業の運営について
工夫が必要となる。予測困難な時代にあって，
唯一の解答がない問題に対して，その問題を発
見して，その原因について考え，最善の解決策
を他者と協力し見出すことが必要になってく
る。そのためには，情報を主体的に収集・判断・
表現・処理し，受け手の状況などを踏まえて発
信・伝達できる能力が必要になる。そのために，
各教科で協同型・双方向型の活動を取り入れる
ことが効果的である。その一つの方法にＩＣＴ
がある。
　ＩＣＴ教育を実施するには，情報機器の設備
と授業改革が重要となる。機器を整えるだけで
なく，一人一人の教師が意識的に授業改革に取
り組む必要がある。ＩＣＴの活用頻度と学力に
関連が見られることは，これまでの先行研究で
明らかになっているが，それだけでなく，生徒
にとってわかりやすい授業を実践するうえでも
ＩＣＴの活用は効果的である。そこで，情報化
に対する社会のニーズや教育のニーズが高まっ
ている中，ＩＣＴ活用をどのように進めるべき
か検討が始まった。ＩＣＴ教育とは，インター
ネットやコンピュータなどを使った教育である
が， 2つの場面に分類できる。
（1）教師が学習指導の場面で電子黒板やコン

ピュータ，タブレットを使って，授業を展
開する際に，説明や実演用として活用す
る。

（2）生徒が情報端末を使って，調査，レポー
ト作成，作品制作，プレゼンテーション，
グループワーク，他校との交流学習を行
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う。

　電子黒板やタブレットを活用した授業の展開
だが，普通教室において電子黒板機能付きのプ
ロジェクターを常設することによって，教師が
クラスを移動してもＩＣＴを活用した授業が展
開できる。これまでもディスプレイタイプの電
子黒板を導入したが，全教室に整備することは
予算上難しく，電子黒板を移動しながら交代で
使うという形であった。しかし当然台数が足り
ず，教師が使いたいときに使えるという環境で
はなかった。

図5　電子黒板を使った授業

　電子黒板を導入する理由は3つある。まずは，
生徒の学ぶ意欲を向上させることにある。授業
に集中させたり興味を持たせることは，授業を
デザインする中で最も重要である。授業を組み
立てるにあたっていかに動機づけをどうするか
悩むところであるが，電子黒板を使って映像や
デジタル教材を活用することによって，生徒た
ちの興味を引きつける事ができる。2つめは，
わかる授業の実践である。中学の時期は基礎力
充実を目標とし，できるだけ手をかけてわかり
やすい授業の展開を行っている。黒板とチョー
クではわかりやすさを追求することには限界が
ある。高校では発展期と位置づけ，授業におい
ても難易度の高い内容を扱い考えさせる場面も
多くある。そこで電子黒板を活用することに
よって，具体的にわかりやすく説明することが

できる。そして3つめは，生徒の学力向上であ
る。ＩＣＴを活用することによって児童生徒の
学力向上に大きな効果を示している（2008　
清水ら）。中等教育では，生徒たちに夢を抱か
せ，その夢の実現に向けて努力することこそ重
要である。電子黒板を導入することによって，
生徒たちに学ぶ意欲を持たせ，教師がこれまで
以上にわかりやすい授業を実践し，子どもたち
の活動の中に電子黒板を使いながら発表する事
を繰り返すことによって，これまで以上の学習
効果を期待できる。
　学校内の教師で構成するＩＣＴ教育検討委員
会で検討した結果，2013年10月にすべての普
通教室と特別教室に合計46台のプロジェクタ
型電子黒板とスクリーンの設置をした。

４，まとめ

　本稿では，我が国の教育の情報化政策と，神
奈川大学附属中高等学校のＩＣＴ教育の取組み
について整理した。そこで，電子黒板やデジタ
ル教科書を使っている教師がどのような変化を
感じ取っているのかインタビューとアンケート
調査を実施した。2013年1月に電子黒板を活
用している教師15名にアンケート調査を行い，
そのうち3名の教師にインタビューを実施し
た。
　その結果，電子黒板の使用頻度としては，毎

図6　デジタル教科書を操作している生徒
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回授業で使うが25％，場面によって使うが
75％であった。電子黒板を使用する際の使用
機器としては，ノートパソコンが75％でiPad
などのタブレットが25％であった。この結果
から書画カメラでプリントやテキストを提示す
るのではなく，デジタル教材を提示するために
活用していることがわかる。電子黒板を使う理
由としては，「デジタル教科書を使うから」「理
想とする授業を実現するため」といった授業ス
タイルそのものを変えるためという理由や「グ
ラフや資料に書き込みながら説明ができる」と
いったわかりやすい授業の実現のためといった
理由が多い。授業や子どもたちの変化について
は，メリットとして「資料や動画を簡単に提示
できる」「板書の時間を短縮できるので，生徒
に考えさせる時間が増えた」といった意見が多
いが，反面デメリットとして「子どもたちは理
解したつもりでいるが，どの程度定着している
か不安」「画面が小さく，後ろの方の座席では，
見づらい」などの意見があった。このことから，
電子黒板を活用するにあたって，教師がデジタ
ル教材やデジタル教科書を準備し，説明や演習
など授業の構成を再考する必要がある。校内で
の研究授業や研修会の定期的な開催など学校全
体の課題として新しい授業デザインについて取
り組む必要がある。
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